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≪授業の概要≫
１.授業の概要
１年次に実施した判例研究等を通じ、最も興味を持った事項を論文の作成テーマとし具体
的な作業を進める。
ゼミを通じて疑問点や進捗状況等を話し合うことにより目標達成に向けてのモチベーショ
ンを維持するほか、情報の交換を通じて効率的な作業に資することとする。
（１）年度開始までに論文のテーマを決定し、作業スケジュールを策定する。
（２）４月から７月　…　論文の作成方針、必要な資料収集の実施状況の発表と評価。
できるところから書き始め、それぞれに対する意見交換と評価を実施する。
（３）夏休み　…　自主ゼミを実施し、進捗のばらつきを防ぐとともに論文を全体的な形
にする。
（４）９月から１０月　…　整合性及び論理展開チェックを主眼に論文作成し、概要発表
に備える。
（５）１０月末　…　初稿完成
（６）１１月から１２月中旬　…　論文精査とゼミ生による読み合わせチェック
（７）期限までに提出

２.評価方法
スケジュールに沿った進行管理の実施状況と論文の完成度による。
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